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印
野
地
区
で
は
、以
前
か
ら
免
許
返
納
、日
中
独

居
の
高
齢
者
が
買
い
物
弱
者
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

し
た
。こ
の
問
題
を
解
決
し
た
い
と
い
う
思
い
を

形
に
す
る
た
め
、印
野
地
域
住
民
と
社
協
で
共
に

資
源
開
発
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
印
野
地
域
の
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
印
野
地
区
買
い
物
支
援
グ
ル
ー
プ
」が
発
足
し
、

16
人
の
方
が
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。昨
年
末

か
ら
現
在
ま
で
計
10
回
打
合
せ
を
実
施
。さ
ら
に
、

北
久
原
区
ほ
っ
く
ば
ら
み
ん
な
で
支
え
る
移
動
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
視
察
を
通
じ
、本
格
稼
働
に

向
け
て
の
詳
細
を
決
定
し
ま
し
た
。6
月
か
ら
印

野
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
、地
域
に
根
差
し
た
支

援
を
展
開
し
て
い
き
ま
す

稼
働
日   

・
毎
月
第
2
・
4
火
曜
日

               

午
前
9
時
30
分
か
ら
正
午
頃
ま
で

行
き
先  

・マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
原
里
店

              

・
ウ
エ
ル
シ
ア
御
殿
場
西
店

対
象
者   

・
高
齢
で
移
動
手
段
が
な
く
買
い
物
に

               

困
っ
て
い
る
人

              

・ひ
と
り
で
買
い
物
が
で
き
る
人

行
　
　
程   

・
自
宅
前
か
ら
各
店
舗
ま
で
の
往
復

使
用
車
両   

・
社
会
福
祉
法
人
博
友
会

              

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
じ
あ
ざ
み

              

所
有
車
両
2
台

買い物にお困りの方、
是非御利用ください。
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社会福祉協議会は、成年後見事業を推進しています。

法
定
後
見
制
度

　

認
知
症
、知
的
障
害
、精
神
障
害
な
ど
の
理

由
で
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
ひ
と
り
で
決
め
る

こ
と
が
心
配
な
方
々
は
、財
産
管
理（
不
動
産

や
預
貯
金
等
の
管
理
、遺
産
分
割
協
議
等
の

相
続
手
続
な
ど
）や
身
上
保
護（
介
護
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
や
施
設
入
所
・
入
院
の

契
約
締
結
な
ど
）等
の
法
律
行
為
を
ひ
と
り

で
行
う
の
が
む
ず
か
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、自
分
に
不
利
益
な
契
約
で
あ
る
こ

と
が
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
契
約
を
結
ん

で
し
ま
い
、悪
徳
商
法
の
被
害
に
遭
う
お
そ

れ
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、ひ
と
り
で
決
め
る
こ
と
に
不

安
の
あ
る
方
々
を
法
的
に
保
護
し
、御
本
人

の
意
思
を
尊
重
し
た
支
援（
意
思
決
定
支
援
） 

を
行
い
、共
に
考
え
、地
域
全
体
で
明
る
い
未

来
を
築
い
て
い
く
仕
組
み
。

　

そ
れ
が
成
年
後
見
制
度
で
す
。

後見

保佐

補助

任意
後見制度

[中度]
判断能力が著しく不十分な方

（例）日常的な買い物はできますが、 重要な取引行為はできません。

[保佐]
判断能力が不十分な方

（例）日常的な買い物はできますが、重要な取引行為はひとりでは
　　不安です。

任
意
後
見
制
度

判断能力

低

高

成
年
後
見
制
度
と
は・・・

判断能力が欠けているのが通常の状態の方
（例）日常的な買い物も自分ではできません。常に援助が必要です｡

[重度]

判断能力は十分ある方
今は元気ですが､ 将来に備えて自分の後見人を指名したいです。

対象者制度
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社会福祉協議会は、成年後見事業を推進しています。

御
殿
場
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

※

土・日・祝
日
及
び
年
末
年
始
は
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

●
専
門
職
に
よ
る
相
談

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。 

司
法
書
士
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※

祝
日
は
変
更
に
な
り
ま
す
。

電   

話（
0
5
5
0-

７
０-

６
８
０
１
）

F
A
X（
0
5
5
0-

８
９-

５
５
０
１
）

普及啓発

　
「
成
年
後
見
制
度
」へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、制
度
の
仕
組
み
や
申
立
て
の
手
順
、成
年
後

見
人
等
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
学
べ

る
講
演
会
や
研
修
会
の
開
催
を
す
る
と
と
も
に
、出

前
講
座
へ
の
講
師
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

法人後見の受任 申立ての支援

月
曜
日
〜
金
曜
日

偶
数
月
の
第
3
木
曜
日

相
談
専
門
電
話

御
殿
場
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会

●
相
談
員
に
よ
る
相
談

電
話
や
窓
口
で
、 
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
た
め
の
手
続
き
や
、

申
立
て
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

午
後
1
時
〜
4
時

お
困
り
の
と
き
は
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
電
話
を

　

家
庭
裁
判
所
に
申
立
て
を

す
る
際
に
必
要
な
書
類
の
説

明
や
記
入
方
法
、手
順
、内
容

の
確
認
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
基

づ
き
、御
殿
場
市
社
会
福
祉

協
議
会
が
成
年
後
見
人
等

を
受
任
し
、後
見
支
援
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
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社会福祉協議会は、成年後見事業を推進しています。

※

こ
の
流
れ
は
、モ
デ
ル
的
な
例
で
す
。

　
一
般
の
後
見
人
等
と
同
様
に
家
庭
裁
判
所
の

　
監
督
の
下
、活
動
を
行
い
ま
す
。

　

御
殿
場
市
が
開
催
す
る
市
民
後
見
人
養
成
講
座

を
受
講（
知
識
・
技
術
・
姿
勢
を
習
得
）

約
3
か
月

　

権
利
擁
護
に
関
わ
る
支
援
員
と
し
て
活
動
し
て

経
験
を
重
ね
る

約
1
年

　

御
殿
場
市
が
整
備
す
る
市
民
後
見
人
候
補
者
名

簿
に
登
載

　

成
年
後
見
人
等
の
候
補
者
と
し
て
推
薦
さ
れ
、 

家
庭
裁
判
所
か
ら
選
任
を
受
け
て
市
民
後
見
人
と

し
て
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト

　

選
任
後
も
御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
等
が
市

民
後
見
人
の
相
談
に
対
応
、支
援

●
市
民
後
見
人
の
育
成
・
支
援

　　

市
民
後
見
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
は
、ま
ず
、市
民
後
見
人
養
成
講
座
を
受
講

し
、知
識
や
技
術
、姿
勢
な
ど
を
習
得
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
後
見
人
と
し
て
選
任
さ
れ
た
後

も
、ス
ム
ー
ズ
な
後
見
活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う

に
、定
期
的
に
報
告
や
相
談
を
受
け
、必
要
で
あ

れ
ば
速
や
か
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
体
制
づ
く

り
を
し
て
い
ま
す
。

市
民
後
見
人
と
は
・・・

　

市
民
後
見
人
と
は
、弁
護
士
や
司
法
書

士
な
ど
の
資
格
を
持
た
な
い
、親
族
以
外

の
市
民
に
よ
る
成
年
後
見
人
等
で
あ
り
、

市
町
村
等
の
支
援
を
受
け
て
後
見
業
務

を
適
正
に
担
い
ま
す
。

　

主
な
業
務
は
、ひ
と
り
で
決
め
る
こ
と

に
不
安
の
あ
る
方
の
金
銭
管
理
、介
護
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
の
支
援
な

ど
で
す
。

　

市
町
村
等
の
研
修
を
修
了
し
、必
要
な

知
識・技
術
、社
会
規
範
、倫
理
性
を
身
に

付
け
、登
録
後
、家
庭
裁
判
所
か
ら
の
選

任
を
受
け
て
か
ら
、成
年
後
見
人
等
と
し

て
の
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

市民後見人として活動するまでの流れ

市民後見人養成講座の受講生は支援員として活動しています。

令和3年6月17日に当市初の
市民後見人が誕生しました
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社会福祉協議会は、成年後見事業を推進しています。

　
人
生
百
年
の
時
代
と
云
わ
れ
て
い
る
中
、確
実
に

高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
来
て
い
ま
す
。そ
れ
と

共
に
、自
分
の
親
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、体
も
心
も

自
分
の
思
う
よ
う
に
な
ら
な
く
な
り
誰
か
の
手
助
け

を
必
要
と
し
て
い
る
方
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。自
分

も
、い
つ
か
は
お
世
話
に
な
る
時
を
迎
え
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
今
回
縁
が
あ
り
ま
し
て
、昨
年
1０
月
か
ら
御
殿
場

市
の
市
民
後
見
人(

成
年
後
見
人)

と
し
て
手
助
け
が

必
要
な
方
の
後
見
を
行
っ
て
い
ま
す
。手
助
け
す
る
こ

と（
後
見
す
る
こ
と
）は
、そ
の
方
の
人
生
の
一
部
を
一

緒
に
歩
む
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。半
歩
下
が
っ
て
そ
の

方
の
背
中
を
見
な
が
ら
、時
に
は
肩
を
貸
し
て
、周
り

の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
前
を
向
い
て
歩
い
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
自
分
自
身
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
の
で
各
方

面
の
方
々
に
御
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
が
多
々
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、御
理
解
と
御
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
渦
、子
供
た
ち
は
家
を
離
れ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
始
め
、暮
ら

し
て
い
る
地
域
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
時
に
、た
ま
た
ま
目
に
留
ま
っ

た
。子
育
て
に
明
け
暮
れ
て
い
た
私
が
、５０
時
間
の
講
習
を
受
け
る
こ
と
は
勇
気

が
要
り
ま
し
た
が
周
囲
の
協
力
が
あ
り
受
講
で
き
ま
し
た
。そ
の
後
社
会
福
祉

協
議
会
で
支
援
員
と
し
て
、数
多
く
の
成
年
後
見
利
用
者
に
お
会
い
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、御
殿
場
市
市
民
後
見
人
候
補
者
名
簿
に

登
録
し
、社
会
福
祉
協
議
会
で
引
き
続
き
利
用
者
様
と
お
会
い
し
経
験
を
積
ん

で
い
た
と
こ
ろ
市
民
後
見
人
の
お
話
し
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
頼
り
な
い
私
に
勤
ま
る
の
か
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ

で
も
、御
本
人
の
生
い
立
ち
に
人
柄
を
感
じ
、親
族
の
お
考
え
、気
持
ち
に
共
感

し
ま
し
た
。市
民
後
見
人
は
、被
後
見
人
に
ふ
さ
わ
し
い
人
が
推
薦
さ
れ
ま
す
。

き
っ
と
私
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
被
後
見
人
さ
ん
に
違
い
な
い
と
思
い
受
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
民
後
見
人
に
な
り
、ま
だ
数
か
月
で
す
が
実
際
御
本
人
に
お
会
い
し
、関
わ

り
の
あ
る
方
々
と
接
す
る
う
ち
に
私
の
興
味
の
あ
る
音
楽
に
御
本
人
の
好
き
な

音
楽
が
加
わ
り
心
が
豊
か
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。私
の
被
後
見
人
さ
ん
は
、多
く

の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
御
本
人
ら
し
く
過
ご

せ
る
よ
う
、御
本
人
や
関
係
者
に
耳
を
傾
け
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。人
は
一
人

で
生
き
て
い
く
の
は
大
変
で
す
。家
族
も
一
人
一
人
が
、そ
の
人
ら
し
く
生
き
ら

れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

市
民
後
見
人

勝
間
田 

久
義
さ
ん

      　
　
（
萩
蕪
区
在
住
）

市
民
後
見
人

池
谷
　
玲
美
さ
ん

   　
（
御
殿
場
区
在
住
）

新しく２人の市民後見人が誕生しました
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社会福祉協議会は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。

法人後見受任

成年後見制度関する講演会
市民後見人養成講座の開催
誕生した市民後見人
日常生活自立支援事業

16件

参加者95人
受講者12人
4人
17件

重点事業１ 成年後見事業の推進

令和４年度御殿場市社会福祉協議会事業報告概要

(              　　　　  )後見10件、保佐5件、補助1件

42項目162事業年次評価 平均3.60点
重点事業4 第5次地域福祉活動計画の推進

保土沢区いきいきサロン
送迎支援

印野区買い物支援グループ
送迎支援

深沢区ふかさわやすらぎの
会送迎支援

打合せ  令和4年6月～
稼働     令和4年7月～
打合せ  令和4年12月～
稼働     準備中
打合せ  令和4年12月～
稼働     令和4年12月～

重点事業2 移動支援サービスの創出

8月松崎町雲見地区台風8号被害
（松崎町災害ボランティアセンター運営支援）

9月静岡市清水区台風15号被害
（静岡市災害ボランティアセンター運営支援）

3人職員
派遣

職員
派遣 2人

被災地支援活動 

新型コロナ特例貸付けを
含む総合支援資金貸付け
新型コロナ特例貸付けを
含む福祉資金貸付け
子ども食堂の運営支援

貸付け  22件
決定額   10,000,000円
貸付け  34件
決定額    6,500,000円

重点事業3 相談支援体制整備事業の実施

9か所

市社会福祉協議会普通会費 加入世帯 22,403世帯
地域包括支援センター事業
 

相談件数 4,152件
利用者数 3,282人
利用者数 4,602人
利用回数 9,685回
利用者数 3,089人
利用者数 19,791人

居宅介護支援事業
訪問介護事業
通所介護事業
生活介護事業所「あけぼの」
市民交流センター指定管理事業

重点事業5 経営事業体としての組織体制整備

　

高
齢
者
が
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
を
持
っ
た

活
動
を
さ
れ
、隠
れ
た
功
績・善
行
な
ど
を
称
え
、

広
く
世
間
に
知
ら
せ
る「
活
き
活
き
シ
ニ
ア
活

動
顕
彰
」が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
、県
内
か
ら
6

団
体
が
入
賞
、御
殿
場
市
で
は「
中
郷
ク
ラ
ブ
」

が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。美
乃
和
み
ず
ほ
ク
ラ
ブ

の
林
典
男
さ
ん
、山
之
尻
長
寿
会
の
髙
木
義
純

さ
ん
、古
沢
区
杉
山
孝
朗
さ
ん（
元
校
長
先
生
の

3
人
）が
、12
年
前
に
立
ち
上
げ
た
地
域
の
児
童

の
健
全
育
成
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。高
根
地

区
の
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
の
下
校

か
ら
保
護
者
の
迎
え
の
時
間
ま
で
の
間
を
過
ご

せ
る
居
場
所
を
確
保
し
、宿
題・自
主
学
習
を
終

え
た
後
の
時
間
に
ス
ポ
ー
ツ
や
昔
遊
び
な
ど
た

く
さ
ん
の
体
験
を
さ
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。授

賞
式
は
5
月
24
日
、静
岡
市
文
化
会
館
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

令
和
5
年
度
ニ
ッ
セ
イ
財
団

「
活
き
活
き
シ
ニ
ア
活
動
顕
彰
」

    

〝
中
郷
ク
ラ
ブ
〞受
賞

 

代
表 

林
典
男
さ
ん（
美
乃
和
み
ず
ほ
ク
ラ
ブ
）
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社会福祉協議会は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。

令和4年度決算の概要 社会福祉法人御殿場市社会福祉協議会

【事業活動収入内訳】
事業活動収入合計 4億8089万4724円

介護保険事業収入
32%

受託金収入
37%障害福祉サービス等収入

13%

経常経費補助金収入11%
会費･寄附金 3%

事業収入3% その他の収入等
1%

【事業活動支出内訳】
事業活動支出合計  4億7952万4805円

人件費 63%
事務費 24%

事業費8%
助成金2%共同募金配分金事業費 3%

法人全体 

事業活動収入

施設整備等収入
その他活動収入
前期末支払資金残高
収入合計

事業活動支出

施設整備等支出
その他活動支出
支出合計

当年度決算額

決算額 備考

 480,894,724

受託金収入  　　　   　 176,450,503
介護保険事業収入     　 153,489,631
障害福祉サービス等収入  62,448,791
経常経費補助金収入        53,450,870
会費収入　               　  12,114,500
事業収入              　 　  12,649,980
寄附金収入              　 　4,537,420
その他の収入等      　　　5,753,029

御殿場市・静岡県社協等受託金
介護報酬・利用者負担金等
生活介護事業・ヘルパー障害福祉サービス給付費等
御殿場市補助金・静岡県共同募金会配分金
住民の皆様・賛助会員・特別会員からの会費
交流センター利用料・成年後見報酬・講座参加費等
社会福祉・困窮対策・交通遺児等のための寄付金
塚本駐車場駐車料・交流センター設備利用料等

組織運営
生活困窮者・高齢者生活支援体制整備等
日常生活自立支援・成年後見事業等
高齢者・障害児者・児童福祉活動・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ育成等
小口資金貸付事業
高齢者総合相談・支援・介護予防プラン作成
ケアプラン作成・要介護認定申請支援
高齢者・障害者ホームヘルプサービス
高齢者通所型日常生活援助・機能訓練
障害者通所型生活介護事業
 市民交流センター管理運営事業
駐車場管理事業

（単位：円）

905,400
3,844,793

575,231,128

479,524,805

89,586,211

4,688,080 防災倉庫災害資機材・子ども食堂用冷蔵庫・公用車1台・PC2台

法人運営事業                50,847,467
地域福祉活動推進事業　  47,375,714
在宅福祉推進事業　             11,132,466
共同募金配分金事業　　　     13,150,747
小口資金貸付事業　　           195,000
地域包括支援センター事業    27,660,895
居宅介護支援事業       　 49,594,798
ホームヘルパー事業   　　25,037,117
老人デイサービス事業　   79,798,108
生活介護事業　　                 　52,594,101
御殿場市民交流センター事業　  　120,536,212
東田中塚本踏切高架下駐車場事業      1,602,180

4,823,000 職員退職手当積立

前年度決算額より3,390,968円の減

489,035,885

当期末支払資金残高 86,195,243

静岡県共募助成　トヨタ自動車㈱寄附

前年度繰越金
職員退職手当積立取崩

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
会
費
は
、

住
民
組
織
と
し
て
の
性
格
を
表

す
最
も
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
お

り
、毎
年
全
世
帯
に
普
通
会
員
へ

の
加
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

会
費
納
入
に
つ
い
て
は
、各
区

長
様
を
通
じ
て
7
月
末
日
ま
で

の
取
り
ま
と
め
を
お
願
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、趣
旨
を
御

理
解
い
た
だ
き
、会
員
と
し
て
の

加
入
と
各
事
業
へ
の
御
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

普通会費

（　　　　　）1世帯当たり
年額500円 加

入
の
お
願
い

普通会費の使われ方
　皆様から頂きました普通会費は、各地域の
サロンを運営している地域福祉推進委員会
の活動費を始めとして、小・中・高・特別支援
学校で行われている福祉教育、住民の皆様
によるボランティア活動や各種相談事業など
に使われています。

令 和5 年 度
普通会員之章

兼 会費５００円領収書

社会福祉法人
御殿場市社会福祉協議会
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申
込
み
・
問
合
せ

す べ て の 人 が 幸 せ だ と 思 え る 住 民 に よ る 福 祉 の ま ち づ く り 8

社会福祉協議会は包括的相談体制整備事業の実施に取り組みます。

　

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で
は
、主
に
各
団
体
相
互

の
協
力
や
各
種
事
業
の
役
割
分
担
等
の
打
合
せ
を
す
る
全

体
会
の
実
施
、市
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
得
て
市
内
の
清

掃
活
動
を
行
う「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」等
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

加
盟
団
体
は
、市
内
を
中
心
に
活
動
を
し
て
い
る
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、障
害
者
団
体
、障
害
者
支
援
団
体
、福
祉

施
設
団
体
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、役
員
は
、社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
相
談
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
御
協
力
し
て
い

ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
と
は
…

　
会
員
が
相
互
に
協
力
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
す
る
連
絡
調
整
、情
報
交
換
等
を
行
い
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
を
図
り
、社
会
福
祉
の

向
上
に
貢
献
す
る
団
体
で
す
。

　

皆
さ
ん
、私
た
ち
誰
も
が
、昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
平
和

で
幸
せ
な
日
本
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、

皆
さ
ん
に
声
掛
け
し
ま
す
。老
若
男
女
に
関
わ
ら
ず
皆
さ
ん

一
人
一
人
に
は
恩
人
が
い
ま
す
。

　

こ
の
、御
恩
を
恩
返
し
、恩
送
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
相
談
は
、平
日
又
は
毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
か
ら

正
午
ま
で
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
ざ
く
ら
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
対
応
し
て
お
り
ま
す
。皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、子
供
の
頃
に
父
親
か
ら「
人
に
さ
れ
て
嫌
な
事
は
人

に
す
る
な
」
と
、教
え
ら
れ
ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
正
に
、

こ
の
正
反
対「
人
の
喜
び
が
我
が
喜
び
」で
す
。

御
殿
場
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

勝
俣
　
三
郎
さ
ん

   

 

会
長

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
財
団
放
送
研
修
セ
ン
タ
ー
講
師
に
よ

る
朗
読
講
習
を
受
講
し
ま
せ
ん
か
？

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

（
初
級
編
）受
講
者
募
集
！！

令
和
5
年
8
月
30
日（
水
）

　
　
　
　

9
月
6
日（
水
）     

午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
ざ
く
ら
」  

1
階　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー

視
覚
障
害
者
の
方
を
対
象
と
し
た
朗

読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
方

市
内
在
住
・
在
勤
者（
７０
歳
以
下
）

講
師
に
よ
る
実
技
指
導
、朗
読
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア「
く
ろ
つ
ぐ
み
の
会
」の
録
音
体
験

Ｎ
Ｈ
Ｋ
財
団
放
送
研
修
セ
ン
タ
ー
講
師

無
料

20
名（
先
着
順
）

7
月
3
日（
月
）か
ら
7
月
31
日（
月
）

ま
で
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

日　

時

会　

場

対
象
者

内　

容

講　

師

受
講
料

定　

員

申
込
み

　
「
出
か
け
た
い
け
ど
ト
イ
レ
が
心
配
で・・・」「
咳
や
く
し
ゃ
み
を

し
た
時
に
尿
が
漏
れ
る・・・」

　

歳
を
重
ね
る
と
、３
人
に
２
人
は
こ
う
し
た
困
り
ご
と
の
経
験

が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

さ
わ
や
か
女
性
塾
で
は
勉
強
会
と
体
操
教
室
を
通
じ
、不
快
な

症
状
の
軽
減
、予
防
を
図
り
ま
す
。

　

皮
膚
排
せ
つ
ケ
ア
認
定
看
護
師
を
招
き
、排
泄
の
し
く
み
、

排
せ
つ
に
関
す
る
困
り
ご
と
を
軽
減
す
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

女
性
の
た
め
の
尿
失
禁
予
防
教
室

菜
の
花
さ
わ
や
か
女
性
塾

令
和
5
年
7
月
6
日（
木
）

午
後
1
時
30
分
か
ら
3
時
30
分
ま
で

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
ざ
く
ら
」  

2
階 

大
広
間

日　

時

会　

場

対
象
者

参
加
費

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
菜
の
花
へ
電
話
又
は

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

電   

話 　

0
5
5
0-

７
０-

６
８
０
4

申
込
み
・
問
合
せ

勉 強 会　

尿
失
禁
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
骨
盤
底
筋
体
操

を
中
心
に
下
肢
筋
力
を
鍛
え
る
体
操
を
行
い
ま
す
。

７
月
か
ら
11
月
ま
で
の
原
則
第
2
・
4
木
曜
日

午
後
1
時
30
分
か
ら
3
時
ま
で

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
ざ
く
ら
」  

2
階 

大
広
間

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
女
性

30
名
程
度

勉
強
会
は
無
料

体
操
教
室
は
保
険
代
と
し
て
全
８
回
で
５
０
０
円

日　

時

会　

場

体 操 教 室


